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特集1－決算報告―

2平成25年10月号

早期健全化基準

財 政 再 建 基 準

24年度

23年度
算定結果

24年度

23年度
算定結果

赤字なし

赤字なし

15.0

20.0

区　　　　分

　 実質赤字比率
(一般会計などを対象と

した実質赤字の標準財

政規模に占める割合)

赤字なし

赤字なし

20.0

30.0

 連結赤字比率
（全会計の実質赤字が

標準財政規模に占める

割合）

17.0

19.6

25.0

35.0

 実質公債費比率
（一般会計などが負担

する公債費が標準財政

規模に占める割合）

　66.8

102.0

350.0

  将来負担比率
(一般会計などが将来負

担すべき債務が標準財

政規模に占める割合)

区　　　　分

経営健全化基準

赤字なし

赤字なし

赤字なし

赤字なし

赤字なし

赤字なし

赤字なし

赤字なし

20.0

簡易水道事業
特定環境保全
公共下水道事業

農業集落排水
事業

林業集落排水
事業

赤字なし

赤字なし

索道事業

■公営企業会計資金不足比率

※標準財政規模は、一般財源の標準的な規模を示す指標で、江府町の24年度数値は22億1,837万円です。

■健全化判断比率

地
方
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
財
政
状
況

　平成24年度決算に基づく健全化判断比率などについては、早期健全化基準を下回っています。

平成24年度

決
算
報
告

決
算
報
告

　平
成
24
年
度
の
各
会
計
に
お
き

ま
す
予
算
の
執
行
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
住
民
の
皆
様
へ
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
基
本
に
、
適
正
な
執
行

と
健
全
な
る
財
政
運
営
に
向
け
、

鋭
意
努
力
を
い
た
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　町
の
財
政
の
状
況
を
表
す
指
標

と
し
て
、
「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、
健
全
化
判
断
比
率
等
を

次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

　ま
た
、
毎
年
、
年
末
に
財
政
推

計
を
行
い
公
表
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
財
政
推
計
と
比
較
し
て
、
平

成
24
年
度
の
財
政
状
況
は
３
年
前

倒
し
で
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
厳

し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
財
政
状
況
は
、
少
し
ず
つ

改
善
さ
れ
て
お
り
今
後
も
回
復
状

況
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
住
民

の
皆
様
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
財

政
運
営
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　議
会
を
は
じ
め
町
民
の
皆
様
に

は
、
ご
指
導
と
ご
協
力
、
ま
た
、

行
財
政
運
営
へ
の
積
極
的
な
ご
参

加
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
今
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　江
府
町
長

　
　
　
　
　竹
内

　敏
朗
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特集1－決算報告―

【一般会計】町が基本的な施策をまかなう

　　　　　　予算

【特別会計】一般会計と区分し、特定の事

　　　　　　業を行う予算

【町　　税】みなさんが納めた税金

【繰 入 金】各種基金の取り崩しによって

　　　　　　繰り入れたお金

【分担金・負担金】特別の利益を受けた方から負

　　　　　　担していただいたお金

【諸 収 入】雑入など、その他のさまざま

　　　　　　な収入

【地方交付税】所得税など国が徴収した税金

　　　　　　の中から、町の財政状況に応

　　　　　　じて交付されるお金

【町　　債】町の借金。大きな事業を行う

　　　　　　ために国や金融機関から借り

　　　　　　入れたお金

【国・県支出金】特定の目的のために国や県か

　　　　　　ら交付されたお金

【自主財源】町独自に入ってくるお金

【依存財源】国や県から交付されたり、借

　　　　　　り入れたりしたお金

【人 件 費】町職員の給与や、町議会議員

　　　　　　などの報酬

【扶 助 費】法令に基づき支出される経費。

　　　　　　児童手当、医療扶助など

【公 債 費】借り入れたお金の返済金

【普通建設事業費】道路、施設などの新増設、改

　　　　　　良などの建設事業に使うお金

【積 立 金】積み立てたお金

【物 件 費】消耗品、臨時職員賃金など

み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
は
、
こ
の
一
年
間
で

　
　
　
　ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

歳入総額
35億2,066万円

町　税
8億6,398万円
24.5％

その他
5,973万円
1.7％

自主財源
33.5％
自主財源
33.5％

依存財源
66.5％

繰入金
252万円　0.1％

諸収入
4,215万円　1.2％

分担金及び
負担金

2,329万円　0.7％

地方交付税
14億7,764万円
42.0％

町債
2億9,570万円
8.4％

国・県支出金
5億725万円
14.4％

その他
2億4,840万円
7.0％

歳出総額
33億6,565万円

公債費
6億4,105万円
19.1％

その他
504万円
0.1％

義務的
経費
43.0％

義務的
経費
43.0％

その他の
経費
47.3％

投資的経費
9.7％

扶助費
1億9,449万円
5.8％

人件費
6億1,031万円
18.1％

物件費
3億8,691万円
11.5％

補助費
4億6,140万円
13.7％

繰出金
3億6,957万円
11.0％

維持補修
1億1,245万円
3.3％

積立金
2億5,851万円
7.7％

普通建設事業費
3億2,592万円
9.7％
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特集1－決算報告―

歳
入
総
額

　35
億
２
，
０
６
６
万
円

歳
出
総
額

　33
億
６
，
５
６
５
万
円

　一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
、
35
億

２
，
０
６
６
万
円
、
前
年
度
に
比
べ
、

６
，
２
９
２
万
円
、
率
に
し
て
1.8
㌫
減

少
し
ま
し
た
。

　自
主
財
源
（
町
税
・
繰
入
金
・
使
用

料
な
ど
）
と
依
存
財
源
（
地
方
交
付
税
、

町
債
な
ど
）
の
決
算
額
は
、
11
億

８
，
０
３
４
万
円
（
33
・
５
㌫
）
と
23
億

４
，
０
３
２
万
円
（
66
・
５
㌫
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　自
主
財
源
の
う
ち
８
億
６
，
３
９
８

万
円
が
町
税
で
す
。
前
年
度
よ
り

２
，
１
４
７
万
円
増
え
、
歳
入
に
占
め

る
割
合
は
24
・
５
㌫
で
す
。

　次
に
、
そ
の
他
の
２
億
４
，
８
４
０

万
円
で
、
前
年
度
よ
り
８
，
７
７
４
万

円
増
え
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
は
、
平

成
23
年
度
か
ら
の
繰
越
金
２
億
８
４
３

万
円
、
町
営
バ
ス
、
町
営
住
宅
な
ど
の

使
用
料
２
，
１
６
５
万
円
で
す
。

　諸
収
入
は
４
，
２
１
５
万
円
で
、

７
６
０
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
主
な

減
少
の
要
因
は
、
公
共
施
設
の
建
物
災

害
共
済
金
が
７
０
７
万
円
減
少
し
た
こ

と
に
よ
り
ま
す
。

　分
担
金
及
び
負
担
金
は
２
，
３
２
９

万
円
で
、
事
業
完
了
に
伴
い
、
受
益
者

負
担
金
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　基
金
の
取
り
崩
し
な
ど
に
よ
る
繰
入

金
は
、
２
５
２
万
円
で
３
，
６
７
５
万

円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　依
存
財
源
の
う
ち
地
方
交
付
税
は
、

14
億
７
，
７
６
４
万
円
で
、
歳
入
の

42
・
０
㌫
を
し
め
、
前
年
度
よ
り
、

８
，
９
０
６
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

減
額
の
要
因
は
、
交
付
税
措
置
さ
れ
る

町
債
の
償
還
金
の
減
少
に
よ
り
ま
す
。

　町
債
は
、
２
億
９
，
５
７
０
万
円
を

借
り
入
れ
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
県

営
農
道
整
備
事
業
負
担
金
３
，
４
２
０

万
円
、
町
道
洲
河
崎
下
安
井
線
改
良
事

業
４
，
２
１
０
万
円
、
普
通
交
付
税
の

振
替
財
源
と
し
て
の
臨
時
財
政
対
策
債

１
億
３
，
４
１
０
万
円
で
す
。

　ま
た
、
国
県
支
出
金
は
、
５
億
７
２
５

万
円
で
３
，
５
５
０
万
円
減
少
し
ま
し

た
。
主
な
要
因
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
支
援
事
業
補
助
金
１
，
３
５
０
万
円
、

経
済
対
策
関
連
交
付
金
３
，
０
７
３
万

円
、
緊
急
地
域
雇
用
特
別
交
付
金

２
，
９
１
１
万
円
が
事
業
完
了
な
ど
で

減
と
な
り
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
１
，
７
８
６
万
円
、
県
道
維
持
除
雪

委
託
金
３
，
１
３
９
万
円
な
ど
が
増
加

し
ま
し
た
。

　歳
出
決
算
額
は
、
33
億
６
，
５
６
５

万
円
、
前
年
度
よ
り
９
５
０
万
円
減
少

し
ま
し
た
。

　公
債
費
に
つ
い
て
は
、
６
億
４
，
１
０
５

万
円
で
、
前
年
度
よ
り
、
１
億
９
８
４

万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

　減
少
の
主
な
要
因
は
、
過
疎
対
策
事

業
債
・
災
害
復
旧
対
策
事
業
債
の
償
還

が

そ
れ
ぞ
れ
６
，
８
７
１
万
円
、

１
，
３
４
１
万
円
減
少
し
た
こ
と
に
よ

り
ま
す
。

　人
件
費
は
、
６
億
１
，
０
３
１
万
円

で
、
２
９
２
万
円
の
微
増
で
し
た
。

　扶
助
費
は
１
億
９
，
４
４
９
万
円
で
、

１
，
０
７
１
万
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

主
な
要
因
は
児
童
手
当
４
５
５
万
円
、

特
別
医
療
費
助
成
２
０
３
万
円
、
保
育

扶
助
３
５
０
万
円
減
少
し
た
た
め
で
す
。

　普
通
建
設
事
業
費
は
、３
億
２
，
５
９
２

万
円
で
１
，
０
０
８
万
円
減
少
し
て
い

ま
す
。
主
な
も
の
は
、
各
種
シ
ス
テ
ム

改
修
１
，
２
２
６
万
円
、
町
道
洲
河
崎

下
安
井
線
な
ど
町
道
改
良
事
業
１
億

６
０
２
万
円
、
広
域
農
道
な
ど
の
土
地

改
良
施
設
整
備
４
，
９
５
９
万
円
、
中

学
校
新
築
お
よ
び
町
民
プ
ー
ル
移
転
事

業
５
，
０
８
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
平
成
23
年
度
発
生
の
災
害
復

旧
費
が
４
，
９
１
７
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　補
助
費
は
、
４
億
６
，
１
４
０
万
円

で
、
主
な
も
の
は
、
衛
生
施
設
組
合
負

担
金
６
，
８
７
２
万
円
、
西
部
広
域
行

政
管
理
組
合
負
担
金
１
億
１
，
９
５
７

万
円
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
交

付
金
９
，
１
７
４
万
円
、
雪
崩
災
害
の

和
解
金
３
，
０
０
０
万
円
な
ど
で
す
。

H24

H23

H22

H21

H20

8億 8億5千万 9億
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　繰
出
金
は
、
総
額
３
億
６
，
９
５
７

万
円
で
４
，
０
４
０
万
円
減
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
23
年
度
に
一
括

償
還
の
あ
や
め
債
の
償
還
が
あ
り
介
護

老
人
保
健
施
設
特
別
会
計
に
単
年
度
限

り
で
繰
出
し
を
行
っ
た
た
め
で
す
。
繰

出
金
の
主
な
も
の
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
、
介
護
保
険
事
業
な
ど
の
医
療
・

介
護
事
業
関
係
の
特
別
会
計
に
１
億

４
，
５
０
１
万
円
、
下
水
道
の
特
別
会

計
に
１
億
９
３
８
万
円
、
簡
易
水
道
特

別
会
計
に
４
，
５
０
３
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　繰
越
額
は
、
歳
入
総
額
35
億
２
，
０
６
６

万
円
か
ら
歳
出
総
額
33
億
６
，
５
６
５

万
円
を
差
し
引
い
た
１
億
５
，
５
０
１

万
円
に
、
さ
ら
に
繰
越
費
（
例
外
的
に

年
度
を
越
え
て
支
出
で
き
る
経
費
）

１
，
３
９
１
万
円
を
差
し
引
い
た
１
億

４
，
１
１
０
万
円
が
、
平
成
25
年
度
へ

の
純
繰
越
金
と
な
り
ま
す
。

　安
心
・
安
全
な
商
品
作
り
の
た
め
製

造
機
器
の
更
新
を
行
う
と
と
も
に
、
生

産
効
率
を
上
げ
全
体
的
に
経
費
の
節
減

を
行
い
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　収
入
７
，
１
７
１
万
円
に
対
し
経
費

が
６
，
８
１
４
万
円
で
、
単
年
度
収
支

は
３
５
７
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
繰
越
利
益
余
剰
金
は
マ
イ
ナ

ス
３
，
１
６
１
万
円
に
改
善
し
ま
し
た
。

江
府
町
地
域
振
興
㈱
の
決
算

　
　
　３
５
７
万
円
の
黒
字

１
億
４
，
１
１
０
万
円

　
　平
成
25
年
度
へ
繰
越

特 別 会 計 決 算

住宅新築資金等貸付事業

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（施設勘定）

介護保険（保険事業勘定）

介護保険(サービス事業勘定)

老人保健施設

後期高齢者医療

索道事業

簡易水道事業

農業集落排水事業

林業集落排水事業

特定環境保全公共下水道事業

江尾財産区

神奈川財産区

米沢財産区

　　　　　合　計

168万円

3億8,308万円

2億5,533万円

5億4,759万円

325万円

4,816万円

5,544万円

7,229万円

1億2,373万円

2億1,637万円

587万円

5,937万円

275万円

67万円

4,721万円

18億2,279万円

145万円

3億3,639万円

2億3,807万円

5億1,897万円

192万円

4,534万円

5,382万円

6,299万円

1億2,188万円

2億395万円

528万円

5,639万円

18万円

39万円

4,574万円

16億9,276万円

23万円

4,669万円

1,726万円

2,862万円

133万円

282万円

162万円

930万円

185万円

1,242万円

59万円

298万円

257万円

28万円

147万円

1億3,003万円

‐

990万円

4,098万円

7,352万円

‐

‐

2,061万円

‐

4,503万円

8,319万円

451万円

2,168万円

‐

‐

‐

2億9,942万円

一般会計からの
繰入金

歳　出歳　入会　計　名 収　支
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まちの話題

　９
月
18
日
、
江
府
小
学
校
で
稲
刈
り
体
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
月
に
植
え
た
苗
も
す

っ
か
り
大
き
く
な
り
、
子
ど
も
達
の
腰
の
高

さ
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。
昔
な
が
ら
の
手
刈

り
を
地
域
の
方
に
教
わ
り
な
が
ら
、
稲
刈
り

班
、
稲
運
び
班
、
は
で
掛
け
班
に
分
か
れ
、

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
体
験
に
児

童
は
「
稲
を
結
ぶ
の
が
難
し
か
っ
た
」
な
ど

と
話
し
ま
し
た
。
こ
の
お
米
は
10
月
に
は
給

食
に
並
ぶ
予
定
で
す
。

昔
な
が
ら
の
手
刈
り
・
は
で
掛
け

江
府
小
学
校
で
稲
刈
り
体
験

　９
月
29
日
、
奥
大
山
ス
キ
ー
場
周

辺
で
「
だ
い
せ
ん
森
の
音
楽
祭
」
が

行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場

者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今
回
の
音

楽
祭
に
は
関
西
を
代
表
す
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
『
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
』
か
ら
、
５
名
の
奏
者
が

出
演
。
伝
統
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら

ア
ニ
メ
の
主
題
歌
ま
で
、
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
の
曲
目
を
演
奏
し
、
来
場
者

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
周
辺
で
は
、
自
然
観
察

の
野
外
イ
ベ
ン
ト
や
、
秋
野
菜
カ
レ

ー
・
自
家
製
パ
ン
な
ど
の
物
販
も
行

わ
れ
、
心
も
お
腹
も
満
た
さ
れ
る
音

楽
祭
に
な
り
ま
し
た
。

奥
大
山
に
響
く
美
し
い
旋
律

だ
い
せ
ん
森
の
音
楽
祭

奥
大
山
に
秋
の
訪
れ 

〜 

食
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
行
事
が
真
っ
盛
り

奥
大
山
に
秋
の
訪
れ 

〜 

食
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
行
事
が
真
っ
盛
り

▲たくさんの収穫に満面の笑み

▲最後の曲目「聖者の行進」で会場の熱気は最高潮に

▲芝生の上でライブ演奏

▲地域の方に稲刈りの方法を学びます
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まちの話題

　９
月
29
日
、
江
府
町
運
動
公
園
で
江
尾
会

場
の
町
民
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
山

が
美
し
い
秋
晴
れ
の
中
、
各
地
区
一
丸
と
な

っ
て
勝
利
を
目
指
し
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　参
加
者
の
頑
張
り
に
、
閉
会
式
で
は
町
長

か
ら
「
明
後
日
あ
た
り
、
心
地
よ
い
痛
み
が

や
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
る
と
、
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　９
月
29
日
、
旧
明
倫
小
学
校

体
育
館
で
健
康
と
体
力
づ
く
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
45

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
で

は
、
ま
ず
は
じ
め
に
健
康
づ
く

り
講
演
会
と
し
て
ス
ト
レ
ッ
チ

を
兼
ね
た
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
種
目
別
競
争
会
で
は
、

穴
を
あ
け
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

板
に
お
手
玉
の
よ
う
な
袋
を
投

げ
入
れ
る
「
バ
ッ
コ
ー
」
と
い

う
珍
し
い
運
動
な
ど
で
競
い
合

い
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
町
民
運
動
会

健康と体力づくりフェスティバルin明倫地区

江
尾
会
場

　９
月
９
日
、
江
府
中
学
校
で
秋
季
体
育
大
会

が
行
わ
れ
、
『
一
人
一
人
が
最
後
の
校
舎
に
魂

を
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
校
生
徒
が
躍
動
し
ま

し
た
。
閉
会
式
の
あ
い
さ
つ
で
富
田
校
長
は

「
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
う
最
後
の
体
育
大
会

に
ふ
さ
わ
し
い
、
記
念
に
残
る
も
の
で
し
た
。

感
動
を
あ
り
が
と
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
最
後

江
府
中
学
校
体
育
大
会

▲ピンに向かってナイススロー

▲輪くぐりに悪戦苦闘中

▲リレー優勝に「やったー！」

▲空に届きそうな組体操

▲意地と気合がぶつかり合う綱引き

▲バッコーに挑戦！

▲白熱する総合リレー

▲はにかむフォークダンス▲趣向をこらした応援合戦
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まちの話題

　町
で
は
、
今
年
で
節
目
を
迎
え
る
在
宅
の
方
に
、
各

地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
さ
ん
や
区
長
さ
ん
を
通
じ

て
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　喜
寿
（
77
歳
【
昭
和
11
年
生
】
）
65
名

　傘
寿
（
80
歳
【
昭
和
８
年
生
】
）
45
名

　米
寿
（
88
歳
【
大
正
14
年
生
】
）
34
名

　白
寿
（
99
歳
【
大
正
３
年
生
】
）
２
名

　百
歳

　
　
　【
大
正
２
年
生
】

　３
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　計
１
４
９
名

◆
９
月
６
日
、
敬
意
と
感
謝
の
意
を
こ
め
て
、
町
長
が

95
歳
以
上
の
在
宅
の
方
23
名
の
自
宅
を
訪
問
し
、
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
ま
た
、
百
歳
以
上
の
方
を
在
宅

で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
に
、
感
謝
状
と
介
護
年
手
当
金

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
お
体
を
大

切
に
、
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　９
月
22
日
、
尾
之
上
原
集
落
で
鳥
大
医
学
部
生
ら
20
名
を

招
い
て
農
業
体
験
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
集
落

の
中
山
間
地
活
性
化
事
業
の
一
環
と
し
て
、
一
昨
年
に
ひ
き

つ
づ
き
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
将
来
医
師
や
保
健
師
等
を
目

指
す
学
生
に
中
山
間
地
の
農
家
の
暮
ら
し
を
体
験
す
る
場
を

提
供
し
、
学
生
と
の
交
流
を
と
お
し
て
地
域
活
性
化
と
高
齢

者
支
援
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
地
域
医
療
研
究
部
の
有
馬
和
志
部
長
は
、
「
初
め
て

稲
刈
り
を
し
た
学
生
も
あ
り
、
地
域
住
民
の
方
と
お
話
も
で

き
て
大
変
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ

ま
し
た
。

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〜
町
内
最
高
齢
は
百
五
歳
〜

学
生
と
集
落
で
交
流
を
深
め
る

▲見学者の相談にも親身に対応します

　９
月
21
日
〜
30
日
ま
で
の
10
日
間
、
秋
の

交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は

啓
発
活
動
と
し
て
、
こ
ど
も
の
国
保
育
園
で

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
を
呼
び
か
け
る
チ

ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。
鳥
取
県
は
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
率
が
全
国
で
最
も
悪
く

な
っ
て
お
り
、
園
児
を
迎
え
に
来
た
ご
家
族

に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
重
要
性
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
限
ら
ず
、

小
さ
な
お
子
さ
ん
を
車
に
乗
せ
る
際
に
は
、

体
に
合
っ
た
シ
ー
ト
を
装
着
し
、
安
全
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
を

秋
の
交
通
安
全
運
動

　10
月
１
日
か
ら
『
い
こ
い
の
広
場
ら
ん
ち
ゅ

う
』
が
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し

て
開
設
し
ま
し
た
。
利
用
者
は
一
日
10
名
ま
で

に
限
定
し
、
一
人
一
人
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

積
極
的
に
活
用
し
、
利
用
者
の
要
望
に
合
わ
せ

た
分
野
で
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

管
理
者
で
相
談
員
・
看
護
師
の
三
代
幸
子
さ
ん

は
「
老
若
男
女
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

い
な
い
人
、
み
ん
な
が
集
ま
り
交
流
で
き
る
場

に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

『
ら
ん
ち
ゅ
う
』
が
オ
ー
プ
ン

尾
之
上
原
集
落
と
医
学
部
生
の
農
業
体
験
交
流

▲

百
歳
の
末
次
金
美
さ
ん
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秋のイベント情報

｠ 日南町の食の魅力を伝える「にちなん食のバザール実
行委員会」が主体となって、特産品である日南町産米を
もっと身近に感じてもらうために、料理コンテストを開
催します。誰でも応募できますので、ふるってご応募く
ださい。日南町の「美味しい」を生かせるレシピをお待
ちしています。
■応募資格
　○誰でも可能
　○日南町産コシヒカリまたはヒメノモチを使用するこ
　　と（米粉も可）
　○審査会及び表彰式（会場：日南町）に出席可能な方
■募集作品等
　未発表のオリジナル料理または菓子
※詳しくは日南町ホームページまた 
　は事務局までお問い合わせくださ
　い。
■募集締切
　平成25年11月１日（金）まで
■申込み・問合せ先
　〒689－5292
　鳥取県日野郡日南町霞800
　にちなん食のバザール実行委員会
　（日南町役場企画課内）
　TEL 0859-82-1115　 FAX 0859-82-1478
　メールアドレス  s0200@town.nichinan.lg.jp
※次回のイベント予定
第13回にちなん食のバザール
日時　10月26日(土)、27日(日)両日とも午前10時開場
会場　日南町総合文化センター

鳥取県日野地区連携･共同協議会

郡内他町のイベント情報

日南町産米を使った
料理コンテスト作品募集中日南町

第４回第４回

秋の奥大山美味いもん祭り秋の奥大山美味いもん祭り

～真っ盛りの紅葉を眺めながら　奥大山の味覚に舌鼓～～真っ盛りの紅葉を眺めながら　奥大山の味覚に舌鼓～

日 時 11月3日(日) 午前10時～午後3時

奥大山スキー場特設会場

11月3日(日) 午前10時～午後3時
場 所 奥大山スキー場特設会場

地元江府町の食材を活かした自慢の料理が奥大山スキー場特設会場に集合します。

今年はとっとりバーガーフェスタ「奥大山オータムフェスタ」も同時開催！

いのししジャブ汁、焼き椎茸、おでん、大山おこわ、西ノ島スリーミーバーガーなどなど、美

味しい味と絶景に満足すること間違いなし！みなさんのご来場お待ちしています。

日にち　11月９日（土）※受付開始：午前８時30分
集　合　滝山公園駐車場
参加費　●一般：1,000円　●高校生以下：500円
　　　　　※小学生以下は保護者同伴
参加賞　金持神社参拝記念の「幸運を招く金持箸」
申込み　10月31日（木）まで
　　　　※当日参加も可能ですが、参加賞はありません。
　紅葉の名所：滝山公園から金運・開運成就のパワース
ポット：金持神社までを歩く、鳥取県「19のまちを歩
こう」認定大会『第６回金持(かねもち)開運(かいうん)
ウォーキング』が、日野町中菅の滝山公園駐車場を午前
10時スタートで行われます。
　美しく紅葉した山々の中を歩く景
色は最高で、天候が良ければ大山も
見える、360度パノラマビューを楽
しんでいただけますし、コースは高
いところで標高550ｍあり、空気が
澄んでいるので、思いっきり深呼吸
してみるのもオススメです。また、
ゴール後は素敵な景品が当たる『開
運抽選会』が行われるなど、楽しみ
満載です。
【問合せ】日野町観光協会　金持神社札所(ふだしょ)
　　　　　（電話72－0481）

鳥取県「19のまちを歩こう」認定大会
第６回金持開運ウォーキング日野町

お問い合わせ：役場奥大山まちづくり推進課　☎75－3222
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まちの教育

今年度の人権同和問題小地域懇談会は、「情報化社会とインターネット」をテーマに開催します。

自分が気付かない内に、様々なことに巻き込まれてしまうのがインターネットのこわいところ。

自分のため、家族のためにも、一度インターネットとの関わりを見つめなおしてみましょう。

インターネットを使わないあなたも、他人事ではありません。たくさんの参加、お待ちしております！

おたより＊町立図書館おたより＊町立図書館おたより＊町立図書館 平　日　8:30～19:00
土日祝　8:45～17:30

開館時間

＊小説
　オレたちバブル入行組／池井戸潤

　オレたち花のバブル組／池井戸潤

　ロスジェネの逆襲／池井戸潤

　いつも彼らはどこかに／小川洋子

　Another／綾辻行人

＊一般書
　すてきなおばあさんのスタイルブック／田村セツコ

　納得しないと動かない症候群／松本幸夫

　人間にとって成熟とは何か／曽野綾子

　いのちより大切なもの／星野富弘

　自分を愛する力／乙武洋匡

　気になる科学／元村有希子

　仕方ない理論／西田文郎

　あら、もう102歳／金原まさ子

　転んでもタダでは起きるな！安藤百福発明記念館

　里山資本主義＊日本経済は「安心の原理」で動く／藻谷浩介

　神話・青銅器・たたら＊古代出雲文化フォーラム／島根大学

　犬から聞いた素敵な話＊涙あふれる14の物語／山口花

＊絵本
　ぷぅちゃんのちいさいマル／東直子

★ 今月の特集コーナー ★

さっき、父ちゃんが訪ねて来なったばい。なあユウイ
チ。私(うち)がボケたけん父ちゃんが現れたとなら、ボ
ケるとも、悪か事ばかりじゃなかかもしれん。
　　　　―――岡野雄一『ペコロスの母に会いに行く』より

認知症の母との可笑しくも切ない日々を、62歳の漫画家が４

コマ仕立てで綴ります。認知症が進行し、母・みつえさんの

世界は過去と現在を行ったり来たり。この世とあの世からの

訪問者が行ったり来たり。曾孫も生まれ、息子はハゲチャビ

ン。思わず笑ってしまうやりとりの裏で、何故だかじんわり

と切なさが広がります。

★ 今月のおすすめの一節 ★ ★ 今月の新着図書 ★

今年もやってきました、読書週間！ 「本と旅する 本を
旅する」の標語に合わせて、旅行記や紀行写真集等を中
心に、旅に出たくなる本を特集します。読書の秋、行楽
の秋。インドアもアウトドアも楽しみましょう。

平成25年度　小地域懇談会 情報化社会とインターネット情報化社会とインターネット情報化社会とインターネット

日　　　時 集　　落
10月10日(木) 

11日(金) 

12日(土) 

15日(火) 

★　　　　　

16日(水) 

★　　　　　

17日(木) 

　　　　　　

18日(金) 

★　　　　　

21日(月) 

★　　　　　

22日(火) 

23日(水) 

19:00

19:00

19:30

19:00

19:30

19:00

19:30

19:30

19:30

19:30

19:30

19:00

19:30

19:30

19:30

19:30

深山口

尾之上原

日の詰

本町二丁目

佐川・集合住宅

本町三丁目

下蚊屋・鏡ヶ成

袋原

美用

吉原

武庫・町営武庫第2

杉谷

新道・町営武庫住宅

柿原

小原

新町一丁目

日　　　時 集　　落
10月24日(木) 

25日(金) 

26日(土) 

27日(日)

★　28日(月) 

29日(火) 

　　　　　　

★　30日(水) 

31日(木) 

19:00

19:00

19:30

19:00

19:30

19:30

9:00

19:30

19:00

19:00

19:30

19:30

19:30

19:00

19:30

栗尾

大河原

美女石

宮市

一旦

池の内

西成

半の上・宮の前・高谷

宮市原

本町一丁目

洲河崎

御机・笠良原

本町五丁目

大満

助沢

＊開催場所は、各集落の公民館です。

＊★印の日程は、一番目に記載し

　た集落の公民館で開催します。

＊日程は、各集落

　の都合により

　変更する場合が

　あります。

日　　　時 集　　落
11月5日(火) 

6日(水) 

7日(木) 

19:30

19:30

19:30

16:00

19:30

19:30

19:30

貝田

新町二丁目

荒田

下安井

小江尾

本町四丁目

久連
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カーニ
ー先生のほのぼのコラム⑭

Hello everyone,
I was very busy last month! The English Speaking Contest was on September 25th, so I was working hard with 
the students. They all did very well. I am proud of them.
A few weeks ago, Kofu Junior High School had its Sports Day Festival.  Due to the rain, though, it was postponed 
until Monday.  I was very happy I could see the event again.  My team was the yellow team.  Although we didn’t 
win, we tried our very best, and I think that’s important.  
My favourite game is the tire-grabbing game.  It’s fun watching the students try to carry tires of different sizes 
to their goals.  I also really enjoyed the folk dancing.  I was able to help the students practice this year!  I joined in 
and danced with the students even though I didn’t know the steps.  But the students showed me how to dance 
and taught me the steps.  Give and take.  Thanks, guys!
Soon, Kofu will have its own Sports Day Festival.  Last year, it was cancelled because of the rain.  I am looking 
forward to participating this year!  I hope it doesn’t rain!
Take care!
̃Connie

こんにちは、皆さん、
先月私はとても忙しかったです。9月25日に英語弁論大会があったので生徒と一緒に頑張りました。生
徒たちはとても良くやりました。私は彼らの事をとても誇りに思っています。
何週間か前に江府中学校の体育大会がありました。雨のせいで、月曜日まで延びました。でも、また体
育大会を見ることができて良かったです。私のチームは黄色でした。黄色チームは勝てませんでした
が、良く頑張りました。私は、そのことが重要だと思います。
私の一番好きなゲームはタイヤを取るゲームです。生徒達は大きなタイヤや小さいタイヤを自分たちの
ゴールまで持って行くのですが、見ていてとてもおもしろかったです。フォークダンスも好きです。生
徒達の練習の時に私も手伝いました。ステップは知りませんでしたが、生徒たちと一緒にダンスをしま
した。生徒たちはどんなふうに踊るかを見せてくれて、ステップも教えてくれました。ギブ・アンド・
テークです。ありがとう、生徒たち！ 
またすぐに江府町の体育大会（江尾地区）もありますね。去年、雨のために中止になりました。今年、
参加できるのを楽しみにしています。雨が降らない方がいいんですが…。
では、お元気で！
カーニーより

　９
月
10
日（
火
）〜
13
日(

金)

に

か
け
て
、
高
校
生
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

さ
わ
や
か
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
運
動
は
、
高
校
生
の
公

共
の
場
で
の
マ
ナ
ー
向
上
を
図
る

た
め
、
鳥
取
県
全
体
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　江
府
町
で
は
、
江
尾
駅
と
武
庫

駅
に
運
動
の
旗
を
設
置
。
朝
早
く
、

通
学
の
た
め
電
車
を
利
用
す
る
高

校
生
を
さ
わ
や
か
な
挨
拶
と
共
に

迎
え
、
マ
ナ
ー
向
上
啓
発
の
た
め

の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
ま
し
た
。

こ
の
運
動
に
は
、
青
少
年
育
成
江

府
町
民
会
議
の
会
員
を
中
心
に
約

40
名
が
参
加
し
、
町
内
の
高
校
生

に
マ
ナ
ー
向
上
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。 平

成
25
年
度

　第
２
回

平
成
25
年
度

　第
２
回

高
校
生
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

　
　
　さ
わ
や
か
運
動

高
校
生
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

　
　
　さ
わ
や
か
運
動

　９
月
101

（
火
）、
平
成
25
年
度

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
秋
季
ス
ポ
レ

ク
予
選
会
が
、
江
府
町
せ
せ
ら
ぎ

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会

は
県
民
ス
ポ
レ
ク
祭
の
予
選
会
と

い
う
こ
と
で
、
参
加
者
の
皆
さ
ん

も
プ
レ
ー
に
熱
が
入
っ
て
い
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

　勝

　宮
本
精
子
さ
ん

　39
打

第
２
位

　門
村
勝
美
さ
ん

　40
打

第
３
位

　遠
藤
堅
一
さ
ん

　40
打

　な
お
、
今
大
会
の
上
位
24
名
は
、

10
月
27
日（
日
）に
北
栄
町
で
開
催

さ
れ
る
、
鳥
取
県
民
ス
ポ
レ
ク
祭

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
）
に

出
場
さ
れ
ま
す
。

平
成
25
年
度

平
成
25
年
度

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　秋
季
ス
ポ
レ
ク
予
選
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　秋
季
ス
ポ
レ
ク
予
選
会

　９
月
17
（
火
）
日
か
ら
10
月
１

日
（
火
）
ま
で
の
計
４
日
間
、
総

合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
２

０
１
３
シ
ー
ズ
ン
江
府
町
民
野
球

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
は
、
町
内
各
地
か
ら
８
チ

ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
会
に

は
、
野
球
経
験
者
が
多
く
出
場
す

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
白
熱
し
た
試

合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
決

勝
戦
は
投
手
戦
と
な
り
、
決
勝
に

ふ
さ
わ
し
い
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

　結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
優

　勝
★

　本
町
五
丁
目
チ
ー
ム

★
準
優
勝
★

　貝
田
チ
ー
ム

２
０
１
３
シ
ー
ズ
ン

２
０
１
３
シ
ー
ズ
ン

江
府
町
民
野
球
大
会

江
府
町
民
野
球
大
会▲優勝した本町５丁目チームのみなさん

▲上位３名の方々

▲武庫駅での活動の様子
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　中
学
校
の
結
果

◆
学
習
に
つ
い
て

　国
語
・
数
学
と
も
に
お
お
む
ね
良
好
な
結
果
で
し
た
。
特
に
、
国
語
の
「
活
用
」
問

題
は
全
国
平
均
に
比
べ
て
６
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
回
る
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

個
別
の
問
題
を
見
る
と
、
数
学
的
な
考
え
方
を
も
と
に
、
文
章
で
解
答
す
る
数
学
の
記

述
式
問
題
に
や
や
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
学
習
の
大
切
さ
を
感
じ
る
生
徒
の
割
合
は
、

両
教
科
と
も
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
全
て
の
問
題
を
通
し
て
無
答
が
少
な
い
の

も
特
徴
で
す
。

◆
生
活
習
慣
や
意
識
に
つ
い
て

　朝
食
、
起
床
時
刻
・
就
寝
時
刻
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
国
平
均
と
同
じ
よ
う
な
傾
向

で
し
た
。
家
庭
で
の
学
習
に
つ
い
て
は
、
宿
題
は
進
ん
で
す
る
も
の
の
、
予
習
な
ど
計

画
的
な
学
習
に
や
や
課
題
が
あ
り
ま
す
。
学
習
中
で
の
話
し
合
い
や
発
表
す
る
機
会
が

多
い
と
感
じ
る
生
徒
が
多
く
、
学
校
が
楽
し
い
と
思
う
生
徒
の
割
合
が
全
国
平
均
に
比

べ
て
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　ゲ
ー
ム
機
や
携
帯
電
話
の
使
用
率
・
所
持
率
が
低
い
の
も
特
徴
で
す
。
規
範
意
識
・

人
権
意
識
が
高
く
、
地
域
社
会
に
対
す
る
関
心
も
全
国
平
均
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　規
範
意
識
が
高
く
確
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
付
け
て
い
る
と
い
う
結

果
が
小
学
校
・
中
学
校
と
も
得
ら
れ
た
の
は
、
地
域
性
、
言
い
換
え
れ

ば
地
域
の
教
育
力
の
結
果
と
も
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
一
方
で
、
「
夢

や
希
望
を
持
つ
」
と
い
っ
た
自
尊
感
情
が
低
い
と
い
う
の
は
、
こ
こ
数

年
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
・
中
学
校
の
結
果
に
相
違

が
見
ら
れ
た
点
に
つ
い
て
は
、
連
携
を
深
め
、
互
い
の
取
り
組
み
の
良

さ
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　今
回
の
調
査
は
、
限
ら
れ
た
設
問
に
よ
る
調
査
結
果
で
あ
り
、
子
ど
も
達
の
す
べ
て
を

評
価
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
結
果
も
生
か
し
な
が
ら
、
学
習
面
・
生
活
面
と

も
に
力
を
伸
ば
し
、
目
標
に
向
か
っ
て
生
き
生
き
と
取
り
組
む
子
ど
も
達
を
育
て
て
い
く

た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
に
お
い
て
、
一
人
一
人
を
認
め
、
励
ま
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　小
学
校
の
結
果

◆
学
習
に
つ
い
て

　国
語
で
は
、
漢
字
の
書
字
・
読
字
と
い
っ
た
設
問
で
は
、
全
国
平
均
を
上
回
る
正
答

率
で
す
が
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て
書
く
、
長
い
問
題
文
を
読
み
解
く
な
ど
の
面
で

課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
算
数
で
は
、
基
本
的
な
計
算
は
定
着
し
て
い
ま
す
が
、
活
用

問
題
で
必
要
と
な
る
「
数
学
的
な
考
え
方
」
に
つ
い
て
は
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

両
教
科
と
も
無
答
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。
自
分
な
り
に
考
え
る
、
最
後
ま
で
粘
り
強

く
取
り
組
む
と
い
っ
た
意
欲
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
生
活
習
慣
や
意
識
に
つ
い
て

　生
活
習
慣
に
つ
い
て
は
、
朝
食
・
起
床
時
刻
な
ど
は
良
好
な
結
果
で
し
た
が
、
家
庭

で
計
画
的
に
学
習
し
た
り
予
習
を
し
た
り
と
い
っ
た
習
慣
は
や
や
低
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
家
庭
で
の
学
習
時
間
も
、
全
国
平
均
に
比
べ
て
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
一

方
で
、
図
書
館
の
利
用
率
は
高
く
、
少
な
く
と
も
週
１
回
以
上
図
書
館
に
行
く
子
ど
も

の
割
合
は
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　「
き
ま
り
を
守
る
」
「
い
じ
め
は
い
け
な
い
」
と
い
っ
た
規
範
意
識
・
人
権
意
識
は
、

全
国
平
均
よ
り
も
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
自
己
肯
定
感
、
地
域
や
社
会
に
対
す

る
関
心
等
で
は
、
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。

　４
月
に
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
が
行
わ
れ
、
対
象
と
な
る
江
府
小
学
校
の
６
年
生

と
江
府
中
学
校
の
３
年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　こ
の
調
査
は
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、
全

国
の
全
て
の
小
中
学
校
を
対
象
に
、
国
語
と
算
数
・
数
学
の

２
教
科
と
質
問
紙
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
か
ら
見
え
て
き
た
、
江
府
町
の
子
ど
も
達
の
実
態
や
課
題

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
に
つ
い
て
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農業委員会だより

江
府
町
農
地
白
書
の
概
要
（
シ
リ
ー
ズ
そ
の
２
）

1980(昭55)

2010(平22)

減少率

2010農地利用率

30,200ha

24,200ha

20％

－

14,900ha

10,900ha

27％

－

45,100ha

35,100ha

22％

82％

合計畑田

1. 農地面積の推移

（
農
地
基
盤
及
び
利
用
の
姿
）

　県
内
農
業
委
員
会
組
織
で
は
「
農
地

を
守
り
生
か
す
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、

農
地
の
現
状
や
生
産
者
の
状
況
な
ど
農
地

に
関
わ
る
諸
問
題
を
様
々
な
角
度
か
ら
把

握
、
整
理
し
、
そ
の
情
報
を
広
く
積
極
的

に
提
供
す
る
た
め
に
「
農
地
白
書
」
を
作

成
し
ま
し
た
。

　今
回
は
第
２
部
農
地
基
盤
及
び
利
用
の

姿
を
紹
介
し
ま
す
。

第
２
部

　農
地
基
盤
及
び
利
用
の
姿

　１

　農
地
面
積
と
利
用
率

　こ
の
20
年
で
農
地
面
積
は
鳥
取
県
で
は

22
％
、
江
府
町
で
は
14
％
の
大
幅
な
減
少

が
あ
り
、
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
江
府
町
は
県
平
均
よ
り
農
地
の

減
少
率
は
低
い
が
、
農
地
の
利
用
率
で
は
、

70
％
と
低
く
大
き
な
問
題
と
い
え
ま
す
。

県
全
体
で
は
農
外
転
用
に
よ
る
減
少
も
あ

り
ま
す
が
、
江
府
町
で
は
荒
廃
に
よ
る
減

少
が
著
し
い
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　２

　遊
休
農
地
の
要
因
分
析

　江
府
町
の
遊
休
農
地
の
割
合
は
県
平
均

よ
り
低
く
、
全
国
平
均
並
み
で
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
充
分
に
実
態
が
把
握

さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
、
今
後
農
業
委

員
会
の
重
点
活
動
で
あ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
等
に
よ
り
、
調
査
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
江
府
町
の
場
合
、
鳥
獣
被
害
が

多
い
こ
と
、
土
地
生
産
性
が
低
い
こ
と
、

山
間
集
落
率
が
高
い
こ
と
が
、
そ
の
発
生

要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
複
数
の
要
因
を
分
析
し
、
総
合
的

か
つ
具
体
的
な
対
応
策
が
必
要
で
す
が
、

で
き
る
こ
と
か
ら
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　３

　農
地
の
貸
借
の
推
移

　鳥
取
県
、
江
府
町
と
も
農
地
の
貸
借

(

利
用
権
設
定
累
積
面
積)

は
急
速
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
特
に
江
府
町
で
は
16
年
間

で
３
倍
に
な
り
、
農
地
流
動
化
率
で
は
県

平
均
に
追
い
つ
き
ま
し
た
。
急
増
の
原
因

は
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、｢

高

齢
化
に
よ
り
貸
し
手
が
増
加
し
た
こ
と
や

小
作
権
の
発
生
し
な
い
農
地
の
貸
借
で
あ

る
利
用
権
設
定
が
農
地
所
有
者
に
浸
透
し

た
こ
と
。
」ま
た
、「
中
山
間
直
接
支
払
交

付
金
な
ど
の
助
成
金
が
受
け
手
に
交
付
さ

れ
る
た
め
ヤ
ミ
小
作
が
減
少
し
、
正
規
に

利
用
権
設
定
が
な
さ
れ
た
こ
と
。
」
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

資料：農林水産省「耕地面積調査」

鳥
取
県

1980(昭55)

2010(平22)

減少率

2010農地利用率

671ha

564ha

16％

－

223ha

202ha

10％

－

894ha

766ha

14％

70％

江
府
町

平成7年 平成23年 増加率

利用権設定累計面積

3. 農地の貸借の推移

資料：農林水産省「農地面積調査」

48.8ha 155.6ha 319％

3,190ha 7,157ha 224％

遊休農地面積

遊休農地率

鳥獣被害額(100ha当たり)

土地生産性比較(10ha当たり)

農業従事者高齢者率

土地持ち非農家率

山間農業集落率

56ha

9.7％

83.4万円

403万円

74.9％

14.2％

45.7％

3,616ha

12.5％

55.7万円

649万円

68.7％

26.5％

32.1％

－

10.6％

52.1万円

618万円

61.6％

35.2％

18.9％

全国鳥取県

鳥取県

江府町

平成7年 平成23年

農地流動化率

4.8％ 20.3％

7.9％ 20.4％鳥取県

江府町

江府町

2. 遊休農地の要因分析

資料：農林業サンセス

農
業
委
員
会
総
会
（
９
月
）

審
議
案
件
す
べ
て
承
認
。

　農
用
地
利
用
集
積
計
画

　
　
　
　９
件

10
月
の
農
地
相
談
会

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
日

　平
成
25
年
10
月
31
日
（
木
）

　
　
　
　
　午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

◎
場

　所

　山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
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特集2－学生の集うまち―

学生の集うまち　奥大山江府町学生の集うまち　奥大山江府町

「近頃町内に若い兄ちゃんや姉ちゃんが、やたらおりゃーせんか？」。そんな風に思われる方もいらっしゃるの

ではないでしょうか。今、江府町には町外の若者との交流の風が吹いています。今回はそんな江府町を舞台に活

動する学生にスポットをあてて、そこからみえる江府町の姿をお伝えします。

～学生との交流を通して見える江府町の姿～

▲柿原集落のみなさんとつなぎやAitieのメンバー

▲地球感謝祭にて（9月21日）

人
と
人
と
の
出
会
い
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　『
つ
な
ぎ
や
A
i
t
i
e
』

その１　つ
な
ぎ
や
A
i
t
i
e
は
早

稲
田
大
学
の
学
生
を
中
心
と
す

る
学
生
団
体
で
す
。
「
若
者
が

地
域
で
活
躍
す
る
（
で
き
る
）

場
を
作
る
」
「
人
と
人
が
直
接

会
う
喜
び
を
大
切
に
す
る
」
を

２
本
の
理
念
と
し
て
、
地
方
の

問
題
に
向
か
い
活
動
し
て
い
ま

す
。
５
年
前
か
ら
定
期
的
に
江

府
町
を
訪
れ
、
移
動
販
売
を
行

う
「
あ
い
き
ょ
う
」
で
の
就
業

体
験
、
集
落
と
の
交
流
、
在
宅

医
療
訪
問
へ
の
同
行
な
ど
を
通

し
て
、
地
域
の
現
状
や
魅
力
を

知
る
「
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
」

を
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

ツ
ア
ー
で
は
住
民
と
の
交
流
の

ほ
か
、
報
告
会
を
開
催
し
、
町

な
ど
に
向
け
外
か
ら
の
目
線
で

提
案
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
毎
年
早
稲
田
大
学
で

行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
「
地
球
感

謝
祭
」
で
江
府
町
の
特
産
品
を

販
売
す
る
な
ど
、
町
の
P
R
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
は
８
月
25
日
か
ら
一
週

間
、
12
名
の
学
生
が
江
府
町
に

滞
在
し
、
あ
い
き
ょ
う
で
の
活

動
の
他
、
宮
市
集
落
や
柿
原
集

落
を
訪
れ
、
独
居
老
人
訪
問
、

在
宅
医
療
訪
問
、
稲
刈
り
、
災

害
復
旧
の
活
動
な
ど
を
集
落
の

方
と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。

(

あ
い
た
い)

つ
な
ぎ
や
A
i
t
i
e
と
は
？

今
回
の
ツ
ア
ー
内
容
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平成25年10月号

　８
月
30
日
、
江
府
町
防
災
セ

ン
タ
ー
で
一
週
間
の
活
動
を
も

と
に
報
告
会
を
開
催
。
多
く
の

町
民
が
参
加
す
る
中
、
『
地
域

と
生
き
る
持
続
的
な
移
動
販
売

の
あ
り
方
を
考
え
る
』
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、
高
齢
化
の
進
む

中
で
い
か
に
し
て
移
動
販
売
を

継
続
さ
せ
る
の
か
、
様
々
な
提

言
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
内
容

は
次
の
通
り
。

　移
動
販
売
を
行
う
あ
い
き
ょ

う
は
江
府
町
に
お
け
る
買
い
物

難
民
を
救
う
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
主
な

顧
客
で
あ
る
高
齢
者
は
減
少
傾

向
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
経

営
は
困
難
に
な
る
。
あ
い
き
ょ

う
の
移
動
販
売
が
無
く
な
れ
ば

車
な
ど
の
交
通
手
段
を
持
た
な

い
高
齢
者
の
買
い
物
は
困
難
を

極
め
る
。

　こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
地
域
み
ん
な
で
あ
い

き
ょ
う
を
支
え
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　A
i
t
i
e
が
行
っ
て
い
る

活
動
に
地
元
高
校
生
を
誘
い
、

大
学
生
と
共
同
生
活
も
行
う
。

地
元
高
校
生
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
A
i
t
i
e
と
一
緒
に
活

動
す
る
こ
と
で
地
域
の
現
状
や

課
題
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き

る
・
進
路
選
択
の
材
料
に
な

る
・
外
か
ら
の
視
点
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
ま
た
、
あ
い
き
ょ
う

に
と
っ
て
も
若
い
世
代
の
関
心

を
深
め
、
将
来
の
従
業
員
確
保

や
顧
客
確
保
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
。

　農
家
で
出
た
余
剰
農
作
物
を

あ
い
き
ょ
う
が
安
く
買
い
取
り
、

そ
の
野
菜
を
使
っ
た
惣
菜
や
弁

当
類
を
作
る
。
レ
シ
ピ
は
地
元

の
小
中
学
生
や
高
齢
者
な
ど
み

ん
な
で
考
え
て
作
成
す
る
。
あ

い
き
ょ
う
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

コ
ス
ト
を
抑
え
る
と
同
時
に
新

商
品
の
考
案
、
若
年
層
へ
の
浸

透
効
果
が
期
待
で
き
る
。
ま
た

町
民
に
と
っ
て
も
余
剰
作
物
を

効
果
的
に
活
用
で
き
、
子
ど
も

に
と
っ
て
も
新
た
な
教
育
機
会

の
提
供
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

　報
告
会
終
了
後
は
、
参
加
者

と
学
生
が
一
緒
に
な
り
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
の

中
か
ら
は
学
生
の
発
表
に
つ
い

て
「
長
く
住
ん
で
い
る
と
地
元

の
良
さ
に
な
か
な
か
気
づ
け
な

い
が
、
鋭
い
指
摘
を
も
ら
っ
て

新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
」
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
学
生

か
ら
は
「
初
め
て
江
府
町
に
来

た
学
生
の
表
情
が
本
当
に
い
き

い
き
し
て
、
充
実
し
た
一
週
間

を
送
れ
た
と
思
う
。
皆
を
誘
っ

て
江
府
町
に
来
て
よ
か
っ
た
」

な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

総

　括

プ
ラ
ン
①

A
i
t
i
e
×
高
校
生

参
加
者
と
学
生
で

　
　
　
　交
流
深
め
る

プ
ラ
ン
②

お
弁
当
D
E
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学生の目線で
　　　江府町へ提言
学生の目線で
　　　江府町へ提言

～地域と生きる持続的な移動販売を～

▲真剣に語り合う学生と参加者

Aitieとの交流を通して　　～　学生を受け入れた方へのインタビュー　～

若さと頼もしさ感じた － 加藤　愛敬さん（柿原）

　今回学生の皆さんにしてもらった災害復
旧の作業は、集落の人だけでやれば半日以
上かかるもの。それを学生の皆さんは2時
間ほどで終えてしまった。若さと頼もしさ
を強く感じました。
　作業に向かう際も、普通は「大変だな」
といったマイナスな気持ちになりがちだが、
学生は積極的に取り組み、また汗をかくこ
とを楽しんでいました。大変な仕事を明る
い雰囲気で次々とこなしていく様子をみて、
こちらも元気をもらいました。

つながり大切にしたい － あいきょう　安達社長

　学生が繰り返し江府町を訪れるのは、あ
いきょうが行う先進的な移動販売、昔なが
らの人と相対する商売、そして学生を自然
に受け入れてくれる江府町の風土が新しく
感じたからだと思います。学生は地域に
様々な刺激を与えてくれます。また江府町
の人が当たり前だと思っている地域の支え
あいを再認識させてくれます。今後も学生
とのつながりを大切にし、継続して交流を
深め、地域に刺激を与え続けて欲しいです。
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　２
年
前
、
私
に
は
普
通
に
就
職
す
る
こ

と
に
漠
然
と
し
た
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
先
輩
か
ら
「
江
府
町
に
『
あ

い
き
ょ
う
』
と
い
う
家
族
み
た
い
な
会
社

が
あ
る
」
と
紹
介
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。
あ
い
き
ょ
う
が
大
切
に
し
て
い
る

「
人
と
相
対
す
る
商
売
」
を
体
験
し
、
働

き
な
が
ら
地
域
と
関
わ
っ
て
生
き
る
大
切

さ
に
気
付
き
ま
し
た
。

―

江
府
町
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た

　き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　た
と
え
短
い
時
間
で
も
直
接
会
う
こ
と

が
大
切
な
こ
と
、
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
、

正
直
な
気
持
ち
で
い
る
こ
と
、
自
分
の
ま

ち
が
好
き
な
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と―

で
す
。

―

江
府
町
で
の
活
動
で
学
ん
だ

　
　
　
　こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　人
の
温
か
さ
で
す
。
私
の
こ
と
を
学
生

と
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
一
人
の
人
と

し
て
見
て
も
ら
い
接
し
て
く
れ
る
人
が
、

江
府
町
に
は
本
当
に
多
い
と
感
じ
て
い
て
、

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
も
、
私

が
み
ん
な
よ
り
先
に
朝
６
時
過
ぎ
に
江
府

町
に
到
着
し
た
と
き
、
雨
の
中
迎
え
に
来

て
下
さ
る
人
が
い
た
ん
で
す
。
こ
ん
な
人

ほ
か
の
ま
ち
に
い
る
の
か
な
ぁ
な
ん
て
感

動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
人
達
が

い
る
か
ら
ま
た
会
い
た
い
と
思
っ
て
何
度

も
江
府
町
に
来
ち
ゃ
う
ん
で
す
。

―

深
澤
さ
ん
の
思
う
江
府
町
の

　
　
　
　魅
力
っ
て
何
で
す
か
？

特集2－学生の集うまち―

なぜ江府町に？　Aitieの学生にインタビューなぜ江府町に？　Aitieの学生にインタビュー

　つなぎやAitieの皆さんは学校の授業やゼミではなく、まったくの自主的な活動で江府町を訪れています。当然

交通費や滞在費は実費。なぜそこまでして遠路はるばる江府町を訪れるのか。江府町の魅力などを学生の目から

みた率直な思いを話してもらいました。

何度も江府町を訪れるのは
　また会いたいと思う人がいるから

早稲田大学３年　深澤まどかさん

　や
は
り
素
晴
ら
し
い
”人

“が
い
る
か
ら

で
す
ね
。
僕
は
今
東
京
で
暮
ら
し
て
い
る

ん
で
す
が
、
都
会
に
い
る
と
当
た
り
前
に

食
べ
物
が
食
べ
ら
れ
て
、
そ
れ
を
作
っ
て

い
る
生
産
者
の
方
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と

も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
江
府
町
に
来

て
、
農
家
の
方
と
一
緒
に
草
刈
り
や
収
穫

作
業
を
す
る
こ
と
で
、
愛
情
を
も
っ
て
食

べ
物
を
育
て
て
い
る
方
の
存
在
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
ん
で
す
。
江
府
町
の
方
は
自

然
を
感
じ
な
が
ら
生
き
て
い
る
、
人
間
本

来
の
喜
び
を
感
じ
て
い
る
人
ば
か
り
で
素

晴
ら
し
い
。
単
に
江
府
町
が
田
舎
だ
か

ら
行
く
と
い
う
よ
り
も
、
「
○
○
さ
ん

が
江
府
町
に
い
る
か
ら
行
く
」
と
い
う

感
じ
で
す
。

―

熊
野
さ
ん
が
江
府
町
を
訪
れ
た

の
は
今
回
で
６
回
目
だ
そ
う
で
す

が
、
な
ぜ
そ
ん
な
に
も
江
府
町
に

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　と
て
も
役
立
ち
ま
し
た
。
江
府
町
に
来

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
自
分
の
中
で
「
人

材
サ
ー
ビ
ス
の
領
域
で
地
方
に
雇
用
を
生

む
・
活
性
化
に
携
わ
れ
る
事
業
が
で
き
な

い
か
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
人
材
派

遣
の
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

―

江
府
町
で
の
活
動
は
就
職
活
動

に
役
立
ち
ま
し
た
か
？

　今
年
で
卒
業
で
す
が
、
必
ず
ま
た
来
た

い
と
思
い
ま
す
。
江
府
町
の
方
が
当
た
り

前
だ
と
思
っ
て
い
る
ま
ち
の
魅
力
を
、
外

か
ら
の
”ヨ
ソ
者
・
バ
カ
者
“と
し
て
僕
ら

な
り
の
視
点
か
ら
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て

い
き
た
い
で
す
。

―

今
後
も
江
府
町
に
来
る
予
定
は
？

“ヨソ者　バカ者”として
　　僕らなりの視点から伝えたい

帝京大学４年　熊野公俊さん
まさとし
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　町
で
は
、
鳥
取
大
学
医
学
部
生
と
連

携
し
、
中
山
間
地
の
住
民
の
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
次
世
代
の
医
療
従
事
者
を

地
域
で
育
て
る
た
め
、
モ
デ
ル
に
選
定

し
た
集
落
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
健
康

づ
く
り
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
地
区

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
で
14
年

目
を
迎
え
る
こ
の
活
動
は
、
こ
れ
ま
で

町
内
の
11
集
落
の
ご
協
力
に
よ
り
、
調

査
や
交
流
を
と
お
し
て
学
び
の
場
を
提

供
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　今
年
の
夏
も
あ
わ
せ
て
約
70
名
の
学

生
が
江
府
町
を
訪
れ
て
活
動
し
ま
し
た

の
で
住
民
報
告
会
の
概
要
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　８
月
24
日
の
貝
田
集
落
で
の
住
民
報

告
会
で
は
、
過
去
２
年
間
の
調
査
か
ら

治
療
中
の
病
気
で
最
も
多
か
っ
た
「
高

血
圧
」
の
課
題
に
対
し
て
、
最
終
年
度

の
今
年
は
、
予
防
の
た
め
の
運
動
習
慣

に
つ
い
て
学
生
か
ら
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
集
落
か
ら
は
、

「
草
刈
り
を
一
日
４
時
間
も
す
る
と
そ

れ
で
精
い
っ
ぱ
い
」
と
い
う
本
音
の
声

が
聞
か
れ
る
一
方
で
、
で
き
そ
う
な
条

件
と
し
て
「
農
閑
期
に
」
「
室
内
で
」

「
み
ん
な
で
寄
れ
ば
」
で
き
そ
う
と
い

う
前
向
き
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
冬

場
に
室
内
で
も
で
き
る
筋
力
づ
く
り
を

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
具
体
的
な
意
見

も
あ
り
、
学
生
の
活
動
は
今
年
で
最
後

で
す
が
、
今
後
も
町
が
ひ
き
つ
づ
き
集

落
の
健
康
づ
く
り
に
向
け
て
支
援
す
る

予
定
で
す
。
貝
田
集
落
の
皆
様
、
３
年

間
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　地
域
医
療
研
究
部
は
、
８
月
28
日
に

日
の
詰
と
宮
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
で

住
民
報
告
会
及
び
座
談
会
を
行
い
ま
し

た
。

　日
の
詰
集
落
と
学
生
は
、
こ
れ
ま
で

代
満
て
運
動
会
や
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
と
お
し
て
交
流
を
深
め
た
り
、
健
康

座
談
会
を
重
ね
る
こ
と
で
、
住
民
と
学

生
が
と
も
に
考
え
る
関
係
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　今
夏
の
調
査
で
は
、
20
歳
以
上
の
４

割
が
「
高
血
圧
」
治
療
中
で
あ
る
と
い

う
課
題
に
対
し
て
、
７
月
の
座
談
会
で

学
生
が
提
案
し
た
「
家
庭
血
圧
測
定
」

に
つ
い
て
、
現
在
44
％
の
人
が
実
践
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

学
生
の
提
案
が
き
っ
か
け
で
２
か
月
前

か
ら
始
め
た
方
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
町
が
推
奨
す
る
冬

場
に
室
内
で
も
で
き
る
ウ
エ
ル
ビ
ク
ス

運
動
に
つ
い
て
「
も
っ
と
知
り
た
い
」

｢

や
っ
て
み
た
い｣

と
い
う
意
見
も
あ
り
、

今
後
も
町
と
学
生
が
連
携
し
て
支
援
す

る
予
定
で
す
。
学
生
か
ら
は
、
集
落
ぐ

る
み
で
実

践
さ
れ
る

こ
と
で
住

民
同
士
の

助
け
合
い

に
つ
な
が

れ
ば
と
提

案
が
あ
り

ま
し
た
。

　宮
市
集
落
で
は
、
７
年
前
に
同
部
が

調
査
し
た
そ
の
後
の
変
化
を
調
査
す
る

と
い
う
初
め
て
の
試
み
で
、
今
年
度
か

ら
の
２
か
年
計
画
で
活
動
し
ま
す
。
今

回
の
調
査
で
、
宮
市
で
は
、
ト
ン
カ
チ

屋
さ
ん
、
な
で
し
こ
ク
ラ
ブ
（
運
動
グ

ル
ー
プ
）
や
農
事
組
合
法
人
な
ど
集
落

独
自
の
住
民
組
織
活
動
が
活
発
で
、
健

康
や
助
け
合
い
の
意
識
が
高
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
高
血
圧
」

治
療
中
の
方
が
49
％
と
７
年
前
よ
り

11
％
増
え
て
お
り
、
高
齢
化
を
背
景
と

し
た
課
題
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し

た
。
宮
市
は
集
落
独
自
で
尿
中
塩
分
量

測
定
や
血
管
年
齢
測
定
な
ど
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
報
告
を
受
け

た
住
民
か
ら
は
、
「
び
っ
く
り
し
た
」

「
脳
卒
中
は
や
は
り
怖
い
」
と
い
う
意

見
が
聞
か
れ
、
河
上
英
明
区
長
か
ら

「
健
康
と
笑
い
に
満
ち
た
村
と
な
る
よ

う
に
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

平成25年10月号

特集2－学生の集うまち―

住
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る

「
鳥
取
大
学
医
学
部
生
」
に
よ
る
地
区
活
動

その２

地
域
医
療
研
究
部
に
よ
る

　
　
　
　
　
　宮
市
１
年
目

座談会で意見を模造紙に出
し合う宮市集落の皆さん

座談会での意見発表を聞く
日の詰集落の皆さん

座談会で学生と意見交換 学生からのクイズに答える
貝田集落の皆さん

日の詰地区に必要なもの 
（住民アンケートの結果から） 

0 5 10 15 20 25

みんなで交流できる場所

世代を超えた交流

定期的に集まる機会

住民間の日々の声掛け

後継ぎの育成

住民どうしの助け合い 19人

11人 

9人 

（５１人中） 

地域医療
研究部

保健学科

医師や保健師、看護師を目指す
医学部生による任意のサークル
活動（部員30名）

江府町がフィールドを提供している医学部生

保健師、看護師、助産師を目指
す学生の選択科目（今年度履修
生39名）

保
健
学
科
生
に
よ
る

　貝
田
３
年
目
（
最
終
年
度
）

地
域
医
療
研
究
部
に
よ
る

　
　
　
　
　日
の
詰
２
年
目
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人事異動（10月1日付）

【課長級】

農林課長　　　　　　梅林　茂樹（議会事務局長）

総務課課長参事　　　奥田　慎也（農林課長）

議会事務局長　　　　加藤　　泉（農業委員会事務局長）

農業委員会事務局長　池田　健一（総務課課長補佐）

　行政相談制度は、行政の仕事について困りごとやご

意見、ご要望をお聞きし、公平・中立の立場から、そ

の解決の促進などを図る制度です。相談は無料で秘密

は厳守されますので、お気軽に相談ください。

◎江府町人権行政相談所

　毎月１回、相談所を開設しています。

○日　時：11月13日（水）午前10時～正午

○場　所：防災・情報センター

○電　話：75－3110

（　　　）は異動前

　「
健
康
は
食
か
ら
歯
か
ら
元
気
か
ら
」
を
合

い
言
葉
に
、
鳥
取
県
高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
が
毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　65
歳
以
上
で
、
自
分
の
歯
の
健
康
に
気
を
つ

け
て
い
て
、
歯
と
口
の
中
の
状
態
が
良
く
、
20

本
以
上
自
分
の
歯
が
残
っ
て
い
る
方
で
あ
れ
ば

応
募
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
の
た
び
、
久
木
節
さ
ん
（
下
安
井
）
の
口

腔
内
状
況
が
非
常
に
よ
く
、
歯
も
20
本
以
上
が

ご
自
分
の
歯
と
い
う
こ
と
で
コ
ン
ク
ー
ル
に
応

募
。
西
部
地
区
審
査
に
て
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
お
し
く
も
最
優
秀
賞
は
逃
し
ま
し
た

が
、
町
の
模
範
と
な
る
歯
の
持
ち
主
で
す
。
皆

さ
ん
も
歯
の
健
康
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　優
秀
賞
受
賞

　久
木
節
さ
ん

▲当日は３人の歯科医
　に口腔内状況を確認
　してもらいます

優秀賞の賞状を受け

▲

取る久木さん。「か
たいものも歯でかむ
ことが大事」と話し
てくれました

ご存知ですか？
　「江府町合併処理浄化槽設置整備事業」

　町では、美しい自然、快適なくらしを守るため、生活排水処理施設（公共下水道、農業集

落排水、林業集落排水、合併処理浄化槽）の整備を進めています。

　このうち、合併処理浄化槽を設置される世帯に対し、以下のとおり補助金を交付しています。

■補助対象地域■
　　大満・美女石・栗尾・笠良原・古屋敷・深山口・大河原

■補助金の額■
　　浄化槽設置費－27万円（集落排水事業の負担金と同額）＝町補助金

★補助金は、予算の範囲内で交付しますので、設置を希望される方はお早めにご連絡ください。

●お問い合わせは、建設課（75－3306）まで●

人槽区分

8～10人槽

6～7人槽

5人槽

1,114,000円

876,000円

限度額

752,000円

秋の行政相談週間・行政相談所
10月21日(月)～27日(日)



　悪質な事業者による消費者被害は、ここ日野郡においても一向に後を絶ちません。

　鳥取県日野地区連携・共同協議会では、落語家の笑福亭松枝さんを講師に迎え、最近の悪質商法や

消費者被害防止について落語でおもしろおかしくお話しいただきます。

　悪質商法や詐欺などの消費者被害を防ぐためには、まず相手の手口をよく知り、対処法を身につけ

ることが大切です。この機会にぜひ、消費者問題について理解を深めましょう。

※　同日、日南町総合文化センターで「にちなんふる里まつり」「にちなん食のバザール」を開催いたします。落
　語のあとは、日南町の『文化と食』もお楽しみください。

19

鳥取県日野地区連携･共同協議会

平成25年度　鳥取県日野地区連携・共同協議会
消費者行政講演会のお知らせ

平成25年10月号

お知らせ－information―

野良犬・野良猫を
みかけられた皆さんへお願い

　「エサがなくてかわいそうだから」と野良犬や野良猫にエサを与えると、その犬や猫が子を産み、

さらにかわいそうな犬や猫が増えてしまいます。平成24年度に鳥取県で殺処分された犬や猫は、合わ

せて1,380頭いました。一時的に目の前の犬や猫を助けたとしても、結果的に殺処分されてしまう犬

や猫を増やすことになります。

　エサを与えるのであれば、責任を持って自宅で飼ってください。かわいそうな犬や猫をこれ以上増

やさないために、ご協力をお願いします。

　野良犬・野良猫をみかけられましたら、役場福祉保健課（電話番号：75-6111）に連絡してくださ

い。

演　題：悪は進化する！　負けるな善良町民！

講　師：笑福亭　松枝　氏

日にち：2013年10月27日（日）

時　間：11:00～12:30（開場：10:30～）

会　場：日南町総合文化センター　さつきホール

　　　　（鳥取県日野郡日南町霞785）

入場料：無料

お問い合わせ：日南町役場企画課　TEL0859－82－1115

主　催：鳥取県日野地区連携・共同協議会　消費者行政チーム

平成25年度　鳥取県日野地区連携・
共同協議会消費者行政講演会



児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の

支
給
額
改
定
の
お
知
ら
せ

食

改
おすすめ

チャレンジクッキングチャレンジクッキング

どら焼き
材料（12個分）
栗の甘煮　5～6粒
ゆで小豆（缶詰）　400ｇ
薄力粉　　　　　　180ｇ
ベーキングパウダー　小さじ２
卵（Mサイズ）　　  ３個
はちみつ　　  　大さじ３
水　　　　　　1/2カップ
サラダ油　　　　　  適宜

作り方
①　栗の甘煮は１ｃｍ角に切る。
②　なべに缶詰の小豆を入れ火にかけ３～４分練り余分な水分をとばす。これに①の栗を混ぜる。火から下ろし
　　冷ましておく。
③　薄力粉とベーキングパウダーは合わせてふるいにかける。
④　ボールに卵を割りいれ上白糖とはちみつを入れ泡だて器でよくすり混ぜる。
　　これに、水1/2カップを注ぎ、粉を入れてよく混ぜる。
⑤　ホットプレート140度にセットしサラダ油を薄く塗りおたまに半分くらいずつゆっくり流し円形に形をひろ
　　げる。
⑥　表面にぽつぽつ穴が開いてきたらフライ返しで裏返す。
⑦　裏を上にして②のあんを大さじ１程度乗せ、もう一枚を上に乗せふちを軽く指で押さえる。

１個分　約210kcal

（10月）

○
児
童
扶
養
手
当

　18
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
児
童

の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。

○
特
別
障
害
者
手
当

　重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以

上
の
在
宅
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
障
が
い
児
福
祉
手
当

　重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未

満
の
在
宅
の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　20
歳
未
満
で
精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定

の
障
が
い
が
あ
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
に
応
じ
て
手

当
額
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
平
成
25
年
10
月

以
降
の
手
当
額
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　
　
　
　☎
（
75
）
６
１
１
１

20平成25年10月号

－information―お知らせ

手当の名称

児童扶養手当

特別児童扶養手当

特 別 障 害 者 手 当

障 が い 児 福 祉 手 当

全部支給

一部支給

１級

２級

平成25年９月分まで 平成25年10月分から

41,430円

41,420～9,780円

50,400円

33,500円

26,260円

14,280円

41,140円

41,130～9,710円

50,050円

33,330円

26,080円

14,180円

（１か月当たり）
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　日本年金機構から送られている納付書を添えて金融機関で

お支払いください。なお、口座振替の方は、上記期限が振替日です。

◎
お
誕
生
お
め
で
と
う

 (

住
所
）

　（
氏

　名
）
（
性
別
）
（
保
護
者
）

佐

　川

　川
端

　美
楽 

　女 

　
　

  

庸
介

◎
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

 (

住
所
）

　（
氏

　名
）
（
年
齢
）
（
世
帯
主
）

助

　澤

　上
前

　
　肇

　

 

90
歳

　
　

 

俊
明

下
蚊
屋

　筒
井

　ス
ガ

　

 

91
歳

　
　

 

太
郎

本

　三

　佐
々
木
久
米
子

　

 

93
歳

　
　稲
田

　治

本

　五

　川
上

　見
次

　

 

77
歳

　
　

 

壽
枝

池
の
内

　木
山

　憲
子

　

 

68
歳

　
　

 

洋
志

ご
寄
付

　社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
９
月
分
）
敬
称
略

◎
見
舞
い
返
し
と
し
て

　
　武

　庫

　梅
林

　美
鈴

　本
人
退
院

◎
香
典
返
し
と
し
て

　
　美

　用

　河
合

　博
男

　叔
母
矢
村
敦
美
死
去

　
　新
町
一

　土
井

　
　浄

　妻
み
ど
り
死
去

　
　下
蚊
屋

　筒
井

　直
之

　祖
母
ス
ガ
死
去

人
の
動
き
９
月
届
（
敬
称
略
）

11月 NOV EM B E R10月 OCTO B E R 行事カレンダー

今月の国民年金
納付期限 10月分　平成25年12月２日まで

応援ありがとうございます！

平成25
年

10月1日
現在

延申込件数 　151件
（前月比＋38件）

延寄付金額 252万円
（前月比＋77万円）

ふ る さ と 納
税

■
ま
ち
の
人
口

　３
，
３
０
８
人
（
－5
）

男

　１
，
５
４
５
人
（
－3
）

女

　１
，
７
６
３
人
（
－2
）

■
世
帯
数

　
　１
，
１
１
８
世
帯
（
－1
）

９
月
末
現
在
（

　
　）
は
前
月
比

町 県 民 税 ３ 期
国民健康保険税５期
介 護 保 険 料 ５ 期
後期高齢者医療保険料４期

《10月の納税は》

納期限は10月31日(木)です。（口座振替は10月31日）

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

防災・情報センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

高齢者創作館

防災・情報センター

創作館

役場本庁舎のみ

創作館

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

サントリー水工場

防災・情報センター

本町五丁目集会所

役場本庁舎のみ

本町五丁目集会所

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

役場本庁舎のみ

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

防災・情報センター

役場本庁舎のみ

本町五丁目集会所

総合健康福祉センター

役場本庁舎のみ

山村開発センター

山村開発センター

13:30～15:30

9:00～16:00

14:00～15:30

10:00～12:00

13:30～15:30

9:30～16:00

13:00～16:00

19:00～20:30

19:00～21:00

～19:00

19:00～21:00

14:00～15:30

19:00～20:30

9:00～12:00

14:00～17:00

13:30～15:30

14:00～16:00

～19:00

13:00～15:00

13:30～15:30

13:00～17:00

13:30～15:00

13:00～17:00

～19:00

9:00～16:00

9:00～16:00

9:00～17:00

～19:00

10:00～12:00

9:30～11:30

～19:00

13:30～16:00

10:00～11:00

公民館講座（パッチワーク）

消費生活相談窓口開設

住民健診

公民館講座（社交ダンス）

公民館講座（大正琴）

公民館講座（樹脂粘土）

住民健診

明徳学園

公民館講座（陶芸）

公民館講座（ヒップホップ）

広域隣保館活動（陶芸）

広域隣保館活動（陶芸）

公民館講座（フラダンス）

公民館講座（生花）

献血車巡回

公民館講座（和紙折紙）

広域隣保館活動（カラオケ教室）

広域隣保館活動（囲碁）

公民館講座（墨彩画）

公民館講座（押し花）

もの忘れ外来

もの忘れ健診

もの忘れ健診

広域隣保館活動（元気クラブ）

農地相談会

町慰霊祭(戦没者、殉職者）

補聴器修理相談会
（中国補聴器センター）

補聴器修理相談会
（トーシン補聴器センター）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

江府町文化祭　作品展示
（26日～11月4日、11月4日のみ午前中まで）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

受付
午前  8:30～10:30
午後13:30～15:00

受付
午前  8:30～10:30
午後13:30～15:00

大山が切手になりました！
　日本郵便では、日本各地の様々な名山を題材とした切手シリ
ーズの第3弾として、特殊切手「日本の山岳シリーズ　第3集」
を発行します。この中に江府町から見た大山の風景が含まれて
います。平成25年11月19日から発行されますので、気になる
方は以下のお問合せ先へご連絡ください。
日本郵便お客さまサービス相談センター
Tel：0120-2328-86
受付時間　平日8:00～22:00/土・日・休日9:00～22:00

町報で求人情報を掲載します
要件：町内に事業所を持ち、ハ
ローワークに求人情報を提供し
ている企業
掲載を希望される場合は、役場
総務課（☎75－2211）までご
連絡ください。

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

ＪＡ江府支所3階

総合健康福祉センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

役場本庁舎のみ

本町五丁目集会所

本町五丁目集会所

防災・情報センター

本町五丁目集会所

本町五丁目集会所

役場本庁舎のみ

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

総合健康福祉センター

総合健康福祉センター

役場本庁舎のみ

防災・情報センター

防災・情報センター

9:00～16:00

9:00～16:00

10:00～15:00

9:30～11:30

10:00～12:00

9:00～16:00

10:00～11:30

13:00～17:00

～19:00

19:00～21:00

9:30～11:30

19:00～20:30

8:30～21:30

8:30～11:30

～19:00

13:30～15:30

13:00～17:00

13:30～15:30

13:30～15:30

13:30～15:00

10:00～12:00

～19:00

14:00～15:30

19:00～20:30

もの忘れ健診

もの忘れ健診

江府町文化祭　音楽・芸能発表

江尾の会

公民館講座（大正琴）

消費生活相談窓口開設

ひよこ教室

もの忘れ外来

広域隣保館活動（生花）

広域隣保館活動（エコクラフト）

公民館講座（生花）

解放文化祭

解放文化祭

公民館講座（絵手紙・油絵）

公民館講座（押し花）

公民館講座（パッチワーク）

公民館講座（書道）

家族の会

公民館講座（社交ダンス）

公民館講座（ヒップホップ）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

補聴器修理相談会
（西日本補聴器センター）
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　す
っ
か
り
秋
の
気
候
と
な
り
ま
し
た
。

衣
替
え
の
季
節
で
す
。
町
民
の
皆
様
に
は

ご
健
勝
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　さ
て
、
町
内
で
は
稲
の
刈
取
り
も
進
ん

で
、
町
報
が
町
民
の
皆
さ
ん
に
届
く
こ
ろ

に
は
ほ
ぼ
終
わ
る
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

先
日
、
今
年
の
作
況
に
つ
い
て
農
協
の
営

農
セ
ン
タ
ー
に
聞
い
た
と
こ
ろ
日
野
川
沿

い
で
の
暑
い
夏
の
影
響
に
よ
る
品
質
低
下
、

豪
雨
災
害
に
よ
る
減
収
が
あ
っ
た
も
の
の

全
体
的
に
は
質
、
量
と
も
に
「
平
年
並

み
」
と
の
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
安

堵
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　話
題
は
変
わ
り
ま
す
が
、
９
月
29
日
の

日
曜
日
に
江
府
町
体
育
大
会
江
尾
会
場
が

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
町
民
の

皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
お
昼
ま
で
の
計
画
で
、
演
技
は

８
種
目
で
子
供
達
か
ら
高
齢
者
の
皆
さ
ん

ま
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
に
ぎ
や
か
な
大
会
で

し
た
。
今
、
こ
の
様
に
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
が
集
う
こ
と
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
方
か
ら
も
、
来
年
以
降
も
続
け

た
い
ね
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　他
の
地
域
の
皆
さ
ん
も
、
簡
単
な
内
容

で
い
い
の
で
皆
さ
ん
が
集
う
機
会
を
作
っ

て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
町
も
し
っ
か

り
と
協
力
し
ま
す
の
で
検
討
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　奥
大
山
の
自
然
の
素
晴
ら
し
い
季
節
で

す
。
イ
ベ
ン
ト
も
多
い
季
節
で
す
。
楽
し

く
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

町

長

後

記

町

長

後

記

やんぐスマイルやんぐスマイル集え若人！集え若人！

ネッツトヨタ山陰株式会社
米子日野橋店勤務

勤務して４年目になります。新車や中古車販売、点検や車検などの営業をしています。この仕事の魅力は、

普段出会えないような様々な分野の人たちに出会えることです。一番やりがいを感じるのは、車を買ってい

ただいたお客様に「ありがとう」と言われた瞬間です。趣味はゴルフ。松山英樹のような大胆かつ緻密なゴ

ルフを目指しています。江府町で好きな場所は上之段広場。小さいころよく野球をしていて、５時の鐘が鳴

ると家に帰った思い出があります。

白石信幸さん

小さいころ、５時の鐘が鳴るまで
　　上之段広場でよく野球をしました。

しらいし  のぶゆき


